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■ スルメイカの漁獲量減少

■ サンマの分布と漁場の変化

■ 将来の取り組み
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 産卵海域の急激な水温ジャンプ

 資源動向の国際的な共通認識

 さらに産卵親魚の確保

■ スルメイカの漁獲量減少
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2000年代 近年

０歳魚の生育場

０歳魚の生育場の
東偏

０歳魚の産卵場 ０歳魚の産卵場

１歳魚の産卵場１歳魚の産卵場

生育場に
近い

生育場から
遠い

⮚ 日本近海の漁場が沖合化し、日本の漁獲量の低迷を
加速化させている。。。



 親潮の弱体化により産卵回遊が東偏化

 国際協力のもとでの適切な資源管理

 さらに産卵親魚の確保
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 気候変動に対する各資源の応答の把握
● Monitoring of ecological response

 水産資源に対する漁業の影響評価
● Implementation of stock assessment considering uncertainty

 気候変動に対する海洋生態系の応答の把握
● Multi-species management to make fishing sustainable 

将来の取り組み
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 気候変動に対する各資源の応答の把握
● 生態的な応答のモニタリング

 水産資源に対する漁業の影響評価
● 不確実性を考慮した資源評価の実施

 気候変動に対する海洋生態系の応答の把握
● 持続可能な漁業のための複数種管理

■ 将来の取り組み
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■ 将来の取り組み

予防的アプローチ

基本的アプローチ

EBFM アプローチ行政、漁師、消費者にシンプルかつ説得力ある説明、
アウトリーチを意識した活動に取り組む



✔ 加入量に影響を及ぼす環境の把握
✔ 再生産関係への環境の配慮

✔気候変動予測に基づいた
水産資源の未来予想図の提示
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■ 持続可能な漁業と水産業のための
気候変動対応プロジェクト

分かりやすい説明と
魅力的なアウトリーチ

環境情報を踏まえた
予測
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